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プログラム概要 
期間 
2024（令和 6）年 8 月 5 ⽇〜8 月 23 ⽇ 19 ⽇間 
 
場所 
イギリス UCL（University College of London） 
 
参加者 
年齢 19〜24 歳くらいの学生 80 名程度 
出身 ⽇本、中国、韓国、スペイン、フランス、ロシアなど 
 
授業 
授業は以下の時間割に従って進められた。初⽇のオリエンテーションの後、ライティング
の簡単なテストが実施され、それに基づいて 1 クラス 13−14 名ほどにレベル分けされ
た。基本的に授業はこのクラスで受け、academic lecture やロンドンの歴史的場所訪問の
際にはコース参加者全体が集められた。 
 
授業は生の英語を学ぶことを目的とした構成となっており、visit の場所の歴史や役割を学
んだり、英語での学術的論文の書き方を教わり、アカデミックレポートを作成したほか最
終的に３、４人 1 チームとなってクラスの中でそれぞれが設定した議題についてスライド
をつくりプレゼンテーションも行った。 

 



 
 
コースの中では以下の場所に訪れる機会があった。 
London Bridge, Tate Britain Art gallery, East end of London, Greenwich, Kew garden, Lion 
King 
写真 左 LondonBridege 右 KewGarden 

  
  



午後は self-study となっていることも多く、自分自身で好きなように時間を使うことがで
きた。課題はほぼ毎⽇出ていたがいずれも簡単に終わらせられるものであることが多かっ
た。自分はもともと友人とこのコースに参加したわけではなかったが、現地で仲良くなっ
た学生と観光したり、前述したプレゼンテーションが近くなるとグループの人とプレゼン
資料作成や街頭インタビューなどを行った。 
 
写真 最終⽇に UCL の建物の前でとったクラス写真 

 
 
写真 左大学の近くにある公園で見かけたリス 右 アフタヌーンティー 

  
 
 



写真 左 バッキンガム宮殿の衛兵交代式の様子 右ビッグベン 

  
 
 
写真 British museum 

 
 
Schafer house での生活 
特別広いわけではないがこぎれいな部屋で快適に過ごすことができた。玄関から部屋につ
くまでにカギを持っていないと通れない箇所が多くセキュリティ面でも安心だった。5 人
で 1 フロアを共有し、キッチンとトイレ、お風呂は共同で使った。私のフロアでは自分以
外の 4 人は中国出身であり、中国料理を教えてもらうなどすることができた。 
 
 



 
写真 私が生活した部屋 

 
 
 
3 週間という留学としては短い期間であったが、英語で話さなければ意思疎通が図れない
場面に何度も遭遇することで、間違っていても、合っているか不安でも自分の力で考えて
話すことを繰り返し、本コースを通じて臆することなく英語で話す力を身に着けることが
できたように感じる。何よりも文化やバックグラウンドが異なる⽇本以外の出身の人と仲
良くなることができたということがとても嬉しく、これからの英語学習のモチベーション
にもなった。これを機会に大学での専門に併せてさらに英語学習に励み、将来世界に貢献
していきたい。 
 
最後に、今回の留学に際して多大な支援をいただきました Tazaki 財団の皆様に感謝申し上
げます。 


